
王
朝
が
と
の
浦
島
説
話
―
も
う
ひ
と
り
の
<
浦
島
太
郎
>

『
続
浦
嶋
子
伝
記
』
略
注

渡邊秀夫

3「
．
■

は
　
じ
　
め
　
に

十
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
耗
怖
帖
干
伝
記
』
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
以
前

醒
そ
の
作
品
世
界
の
特
典
な
成
立
過
程
と
作
品
拙
道
に
関
す
る
拙
文
を
記
し
た

l叫
、
そ
こ
で
は
、
全
体
に
亙
る
本
文
盟
訳
解
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
、
保
留

L
た
ま
ま
で
あ
持
た
。
そ
の
嘩
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
最
近
簡
略
な
注
釈

l甲】

も
公
刊
さ
れ
た
・
．
聖
出
典
論
的
な
検
討
は
依
然
と
し
て
不
十
分
な
ま
ま
の
状
態

に
あ
る
。
た
ま
た
ま
昨
年
度
の
大
学
院
の
演
習
で
こ
の
作
品
を
と
り
あ
げ
、
学

生
認
君
と
共
に
読
み
な
お
す
横
合
を
待
て
、
あ
ら
た
め
て
出
典
的
な
検
証
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
右
の
さ
さ
や
か
な
報
告
を
も
か
ね
て
、
な
か
咄
放

【
．
∪

置
L
た
ま
ま
で
満
っ
た
過
去
の
拙
文
の
、
退
き
忙
先
L
．
た
儲
訂
虻
か
是
吋
。
・

一
本
碑
で
は
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
る
の
で
、
捕
鳴
子
の
伝
の
部
分
に
関
し
、
職

住
を
掲
げ
、
モ
町
凪
典
の
憤
向
せ
一
覧
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
本

文
は
『
群
杏
類
従
』
本
に
拠
り
、
で
き
竃
だ
け
こ
甲
本
文
に
上
っ
て
辟
託
す
る

こ
と
を
心
が
叶
、
場
合
に
よ
っ
て
、
適
宜
、
私
な
り
の
解
釈
に
も
と
づ
き
改
訂

私
案
を
畢
ポ
す
る
こ
と
せ
す
る
。

「

［
住
］

山
　
「
恍
柵
暁
子
伝
記
諦
」
　
（
中
古
文
学
・
型
一
一
骨
・
昭
和
五
一
年
九
月
U
、

「
初
澗
物
語
成
立
史
の
断
想
1
『
掟
用
船
子
伝
記
』
の
意
味
す
る
も
の
ー
」

（
国
文
学
研
究
・
節
夫
七
怨
・
昭
却
五
四
聖
二
月
〕
」
な
聖
和
抑
勒
唐
成

立
史
上
の
米
印
の
茄
翼
に
つ
い
て
は
、
近
刊
予
定
の
拙
著
『
平
安
糊
文
学
と

難
文
世
界
』
準
二
踊
夢
二
寧
梁
喝

研
　
究
松
明
『
肺
由
子
伝
』
　
（
昭
和
五
六
望
月
・
現
代
思
潮
社
）
。
木
酉
は

！
『
祝
伝
』
の
全
文
に
亙
る
注
釈
と
し
て
評
価
書
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

平
安
問
文
人
の
宜
畢
圃
・
謹
製
月
醇
に
対
す
る
配
臆
に
乏
し
く
、
か
つ
は
近

来
の
先
行
論
著
甲
塔
光
を
殆
ど
醇
煎
し
て
い
た
い
こ
と
な
ど
に
よ
も
訳
読
由

少
な
く
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

軸
木
『
祝
伝
』
の
注
釈
に
対
す
る
基
本
的
膣
鉦
は
1
小
曲
詰
之
『
上
代
日
本

文
芋
と
中
骨
毒
』
（
中
警
許
五
捕
非
凡
韓
〕
で
儲
み
ら
れ
た
出
典
諭
せ

根
底
盲
せ
至
」
と
忙
尽
き
吾
特
に
、
『
宜
速
』
の
利
用
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
小
五
こ
と
－
土
1
王
制
聖
の
墓
作
法
に
艦
告
、
壇
等
糾
さ
れ
至
L

l
と
這
あ
宗
、
告
忘
葺
聖
学
芸
品
葱
諭
す
至
と
と
彗
た
。

ま
た
、
『
抱
朴
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
道
教
閲
迎
の
砧
に
関
し
て
は
、
噂

に
、
重
用
習
理
解
忙
相
票
田
瞥
伴
り
発
雷
一
部
分
に
吼
な

お
、
未
解
決
の
語
龍
が
残
る
。
．
本
番
の
注
釈
が
遅
々
と
し
て
進
ま
た
い
で
い

る
理
由
の
「
斑
旺
主
．
と
し
て
l
こ
の
方
面
の
知
地
の
先
聖
不
勉
強
に
も
拠

る
。
な
お
、
本
市
の
訓
説
に
．
関
し
て
は
、
湘
部
盛
雄
「
恍
輔
帖
子
伝
耽
溺
」

・
面
宜
研
璽
聖
等
・
向
和
五
三
年
「
二
且
が
、
．
古
辞
再
を
利
用
寺
．

歴
史
訓
品
元
を
乱
み
た
労
作
掛
あ
右
q
た
だ
し
、
宜
票
読
み
（
解
釈
〕
l

忙
つ
い
て
咋
？
故
知
、
補
訂
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。

＋
［
王
潮
甘
辛
の
描
く
浦
島
－
『
就
輔
億
干
伝
記
』
に
見
る
も
う
ひ
と

・
　
　
り
の
榊
島
太
郎
＝
内
密
個
索
捕
］
、

こ
こ
に
措
か
れ
た
湘
曲
は
、
著
し
く
神
仙
的
に
造
形
し
一
缶
お
さ
れ
て
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